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Ⅰ．調査の概要 

１．調査の目的 

この調査は、木更津市民を対象に、木更津市のイメージ、これまでの市の取り組みに対する

満足度や今後の優先度などを把握し、市政に反映させることを目的とする。 

 

２．調査項目 

（１）木更津市へのイメージについて 

（２）木更津市の取組について 

（３）行政サービスに関する満足度、今後の優先度について 

（４）木更津市の情報について 

（５）回答者の属性 

 

３．調査方法 

（１）調 査 対 象  木更津市に居住する満18歳以上の市民 

（２）抽 出 方 法  住民基本台帳に基づく無作為抽出 

（３）標 本 数  2,000人 

（４）有 効 回 収 数  1,045人（うちweb回答 195人）（有効回収率 52.2％） 

（５）調 査 方 法  郵送配布、郵送及びWeb回答による回収 

（６）調 査 期 間  令和３年12月１日（火）～12月31日（金） 

 

４．この報告書の見方 

（１）図表中の「ｎ」は、質問に対する回答者数を示す。 

（２）回答の比率（％）は、ｎを基数として算出し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。

このため、すべての選択肢の比率の合計が100.0％にならない場合がある。 

（３）複数回答の設問では、すべての選択肢の比率の合計が100％を上回ることがある。 

（４）図表作成の便宜上、一部の選択肢を省略して表記している場合がある。 

（５）年齢別、職業別などのクロス集計では、ｎが小さい場合は統計的誤差が生じる可能性が高

いので注意が必要である。特にｎが30未満である層については、他の層と比べて顕著な傾

向の違いがある場合でも、説明の文章ではふれていない。 

（６）年齢別、職業別などのクロス集計では、年齢や職業などの分析項目となる質問に無回答で

あった層の結果を表示していない。したがって、すべての層の回答者数（ｎ）の合計は、

全体の回答者数（ｎ）と一致しない場合がある。 
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10％または

90％前後

20％または

80％前後

30％または

70％前後

40％または

60％前後
50％前後

1045人 ±1.86% ±2.47% ±2.84% ±3.03% ±3.09%

700 ±2.27% ±3.02% ±3.46% ±3.70% ±3.78%

500 ±2.68% ±3.58% ±4.10% ±4.38% ±4.47%

300 ±3.46% ±4.62% ±5.29% ±5.66% ±5.77%

200 ±4.24% ±5.66% ±6.48% ±6.93% ±7.07%

100 ±6.00% ±8.00% ±9.17% ±9.80% ±10.00%

回答比率（P）

基数（ｎ）

（７）質問によっては、平成30年６月及び令和２年７月に今回調査と同じ調査方法で実施した「ま

ちづくりに関する市民アンケート調査」の結果との比較を行った。 

 

（８）この調査の標本誤差は次の式によって得られる。ただし、信頼度を95％とする。 

                    ｂ＝標本誤差  Ｎ＝母集団数 

                    Ｐ＝回答比率  ｎ＝比率算出の基数（サンプル数） 

上記の計算式に基づく標本誤差の早見表は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

※上表は      として算出している。 

n

PP

N

nN
b

)1(

1
2

−


−

−
=

1
1
≒

−

−

N

nN



- 3 - 

木更津

市内

50.2

千葉市 3.0
東京都 7.9

神奈川県

2.4

近隣市

27.1

県内他市町村

3.4

その他

1.0

無回答

5.1

男性

43.8女性

51.8

その他

0.0

回答しない

1.0

未回答

3.4

10歳代 1.1

20歳代 6.0

30歳代

11.6

40歳代

15.5

50歳代

15.0

60歳代

16.9

70歳代

22.4

80歳代

7.7

無回答

3.7

勤め人

32.4

自営業

8.0

農林水産業

従事者 0.9
学生 1.6

パート・

アルバイト 11.9

無職 22.6

専業主婦・

主夫 16.6

その他

1.9

無回答

4.1

Ⅱ．調査の結果 

１．回答者の属性 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別は、男性が43.8％、女性が51.8％となっ

ている。 

 

（３）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業は、勤め人（会社員、公務員、団体職員

等）が32.4％で最も高く、次いで無職が22.6％、

専業主婦・主夫が16.6％、パート、アルバイト

が11.9％の順となっている。 

（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢は、70歳代が22.4％で最も高く、次いで

60歳代が16.9％、40歳代が15.5％、50歳代が

15.0％の順となっている。 

 

（４）通勤・通学先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）職業で専業主婦、主夫または無職以外

と回答した方の通勤・通学先は、木更津市内が

50.2％で最も高く、次いで近隣市（市原市、袖

ケ浦市、君津市、富津市）が27.1％、東京都が

7.9％の順となっている。  

(n = 1,045) (n = 1,045) 

(n = 1,045) 

(n = 594) 
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木更津１

10.8

木更津２

5.9

木更津３

16.7

清川１

14.7

清川２ 4.8

波岡１

9.4

波岡２

10.8

岩根

11.3

鎌足 1.4

金田 4.9

中郷 1.8
富来田 4.5

無回答 2.9
地区名 該当する町名

木更津１
新田、富士見、中央、新宿、吾妻、朝日、

木更津、東中央、大和

木更津２
文京、貝渕、潮見、幸町、桜町、桜井、

桜井新町、潮浜、木材港

木更津３
請西、請西東、請西南、真舟、千束台、

太田、東太田

清　川１
長須賀、永井作、清見台、清見台東、

清見台南、衹園

清　川２
菅生、清川、椿、笹子、日の出町、犬成、

中尾、伊豆島、ほたる野

波　岡１ 畑沢、畑沢南、港南台、小浜

波　岡２
大久保、上烏田、中烏田、下烏田、

八幡台、羽鳥野

岩　根
岩根、西岩根、高砂、本郷、高柳、若葉町、

万石、久津間、江川、中里

鎌　足 矢那、草敷、かずさ鎌足

金　田
中島、瓜倉、畔戸、牛込、中野、北浜町、

金田東

中　郷
上望陀、下望陀、有吉、大寺、十日市場、

井尻、曽根、牛袋野、牛袋

富来田

大稲、真里、下内橋、戸国、茅野、

茅野七曲、山本七曲、真里谷、田川、

佐野、下郡、根岸、上根岸、下宮田

持ち家

（戸建て）

77.9

持ち家

（集合

住宅）

1.5

民営住宅

（戸建て）

2.8

民営住宅

（集合住宅）

11.5

社宅、官舎、寮、市

営・県営住宅 1.8

間借り、住み込み 1.1 その他 0.8 無回答 2.7３年未満 5.7 ３～５年 4.7

６～１０年

7.5
１１～

１５年

7.0

１６～２０年

7.8

２１年以上

55.3

無回答

12.0

（５）居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地区は、木更津３地区が16.7％で最も高

く、次いで清川１地区が14.7％、岩根地区が

11.3％の順となっている。 

 

 

 （６）居住期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住期間は、21年以上が55.3％で最も高く、

次いで16～20年が7.8％、６～10年が7.5％、次

いで11～15年が7.0％の順となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）居住形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住形態は、持ち家（戸建て）が77.9％で最

も高く、次いで民営住宅（アパートなどの集合

住宅）が11.5％の順となっている。 

 

(n = 1,045) 

(n = 1,045) (n = 1,045) 
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単身

12.2

夫婦のみ

28.2

２世代

（親と子）

46.5

３世代

（親と子と孫）

8.8

その他 1.3 無回答 2.9
スマートフォン・従来の携帯

電話の両方持っている 1.6

従来の携帯電話を

持っている 12.8

スマートフォンを

持っている 77.0

いずれも所持して

いない 5.8

未回答 2.7

（８）家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族構成は、２世代（親と子）が46.5％で最

も高く、次いで夫婦のみが28.2％、単身が

12.2％、３世代（親と子と孫）が8.8％の順とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）通信機器所持状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信機器所持状況は、「スマートフォンを持

っている」が78.7％で最も高く、「従来の携帯電

話を持っている」が14.4％、「いずれも所有して

いない」が5.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(n = 1,045) (n = 1,045) 
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39.4

32.7

31.6

39.3

40.9

42.7

12.2

13.5

14.3

4.9

8.2

8.6

2.4

1.8

1.7

1.7

3.0

1.2

0% 25% 50% 75% 100%

R3(1,045)

R2(1,083)

H30(944)

持っている 少しは持っている どちらとも言えない あまり持っていない 持っていない 無回答

持っている

39.4

少しは持っている

39.3

どちらとも言えない

12.2

あまり持っていない 4.9

持っていない 2.4
無回答 1.7

(n=1,045)

２．木更津市へのイメージについて 

（１）木更津市への愛着や誇り 

 

問１．あなたは、木更津市に対して愛着や誇りを持っていますか。(✔は1つだけ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木更津市への愛着や誇りについては、「持っている」（39.4％）と「少しは持っている」（39.3％）

を合わせた『持っている（計）』が78.7％と高くなっている。「どちらとも言えない」は12.2％で、

「あまり持っていない」（4.9％）と「持っていない」（2.4％）を合わせた『持っていない（計）』

は7.3％となっている。 

［過去調査との比較］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※)「持っている」、「少しは持っている」、「あまり持っていない」、「持っていない」は過去調査（Ｒ２、Ｈ

３０）ではそれぞれ「愛着や誇りを感じている」、「少しは愛着や誇りを感じている」、「あまり愛着や誇り

を感じていない」、「全く愛着や誇りを感じない」としていた。 

過去調査との比較は、一部の選択肢が変更されているため参考にとどまるが、「持っている」と「少

しは持っている」を合わせた『持っている（計）』が73.6％（Ｒ２）から78.7％（Ｒ３）と5.1ポイ

ント増加している。 
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44.2%

40.3%

37.7%

36.4%

42.0%

33.7%

39.8%

41.5%

40.0%

41.2%

42.1%

29.8%

32.7%

37.1%

40.6%

42.9%

44.0%

45.9%

42.5%

37.3%

33.3%

31.4%

36.8%

48.9%

10.6%

14.5%

14.3%

10.4%

10.0%

12.2%

10.6%

12.7%

6.7%

13.7%

15.8%

12.8%

7.1%

6.5%

4.6%

5.2%

2.0%

4.1%

3.5%

3.4%

13.3%

7.8%

0.0%

6.4%

2.7%

1.6%

2.9%

3.9%

0.0%

1.0%

0.9%

0.8%

6.7%

5.9%

5.3%

2.1%

2.7%

0.0%

0.0%

1.3%

2.0%

3.1%

2.7%

4.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

木更津 1 (113)

木更津 2 (62)

木更津 3 (175)

清川 1 (154)

清川 2 (50)

波岡 1 (98)

波岡 2 (113)

岩根 (118)

鎌足 (15)

金田 (51)

中郷 (19)

富来田 (47)

【居住地区別】

38.3%

32.3%

15.0%

55.6%

44.7%

50.0%

66.7%

39.6%

43.5%

60.0%

33.3%

36.2%

28.6%

16.7%

13.4%

15.5%

10.0%

5.6%

8.5%

7.1%

0.0%

5.7%

5.0%

10.0%

5.6%

10.6%

7.1%

0.0%

3.0%

3.1%

0.0%

0.0%

0.0%

7.1%

0.0%

0.0%

0.6%

5.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

木更津市内 (298)

近隣市 (161)

県内他市町村 (20)

千葉市(18)

東京都 (47)

神奈川県 (14)

その他 (6)

【通勤・通学別】

39.4%

41.7%

22.2%

30.6%

40.1%

37.6%

38.4%

46.2%

50.0%

39.3%

41.7%

39.7%

39.7%

37.7%

44.6%

42.4%

36.8%

36.3%

12.2%

8.3%

17.5%

19.0%

13.0%

10.8%

11.9%

11.1%

5.0%

4.9%

8.3%

14.3%

7.4%

5.6%

3.2%

2.3%

3.4%

6.3%

2.4%

0.0%

6.3%

3.3%

3.1%

2.5%

3.4%

0.0%

0.0%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

1.3%

1.7%

2.6%

2.5%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

【年齢別】 持っている 少しは持っている どちらとも言えない あまり持っていない 持っていない 無回答

［年齢別、通勤・通学先別、居住地区別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別でみると、「持っている」は80歳代が50.0％と高くなっている。『持っていない（計）』

は20歳代が20.6％と高くなっている。 

通勤・通学先別でみると、大きな傾向の違いはみられない。 

居住地区別でみると、『持っている（計）』は清川２地区が86.0％と高くなっている。  
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32.8%

37.6%

41.6%

40.2%

35.7%

41.4%

41.4%

37.2%

44.6%

35.7%

11.7%

12.2%

12.8%

8.7%

14.3%

8.6%

4.1%

5.3%

2.2%

0.0%

3.9%

1.7%

2.5%

2.2%

0.0%

単身 (128)

夫婦のみ (295)

２世代

（親と子） (486)

３世代

（親と子と孫） (92)

その他 (14)

【家族構成別】

41.4%

50.0%

24.1%

28.3%

21.1%

27.3%

25.0%

38.7%

31.3%

51.7%

41.7%

68.4%

45.5%

37.5%

11.1%

12.5%

10.3%

19.2%

5.3%

18.2%

25.0%

4.7%

6.3%

6.9%

6.7%

0.0%

9.1%

0.0%

2.2%

0.0%

6.9%

3.3%

5.3%

0.0%

0.0%

2.0%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0%

0.0%

12.5%

持ち家

（戸建て） (814)

持ち家

（集合住宅） (16)

民営住宅

（戸建て） (29)

民営住宅

（集合住宅） (120)

社宅、官舎、寮、

市営・県営住宅 (19)

間借り、

住み込み (11)

その他 (8)

【居住形態別】

16.7%

24.5%

24.4%

23.3%

43.9%

45.3%

38.3%

38.8%

46.2%

46.6%

39.0%

37.2%

26.7%

18.4%

17.9%

16.4%

11.0%

9.3%

11.7%

8.2%

5.1%

5.5%

6.1%

4.2%

5.0%

10.2%

5.1%

2.7%

0.0%

1.9%

1.7%

0.0%

1.3%

5.5%

0.0%

2.1%

３年未満 (60)

３～５年 (49)

６～１０年(78)

１１～１５年 (73)

１６～２０年(82)

2１年以上(578)

【居住期間別】 持っている 少しは持っている どちらとも言えない あまり持っていない 持っていない 無回答

［居住期間別、居住形態別、家族構成別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住期間別でみると、『持っている（計）』は16～20年が82.9％、次いで21年以上が82.5％と高

くなっている。『持っていない（計）』は３～５年が18.4％、次いで３年未満が39％と高くなって

いる。 

居住形態別でみると、『持っていない（計）』は民営住宅（集合住宅）が10.0％となっている。 

家族構成別でみると、『持っている（計）』は３世代（親と子と孫）が84.8％と高くなっている。  
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1.4

9.3

3.3

2.1

2.9

4.5

6.2

9.5

10.9

11.9

12.1

15.7

18.6

20.8

21.5

23.7

25.6

27.8

71.8

無回答

特にない

その他

活発な市民活動

雇用の多さや、働きやすいこと

保健福祉施設や文化施設、

スポーツ施設などの公共公益施設

オーガニック（持続可能）な

まちづくりへの取組

充実した福祉サービスや

医療体制

安心して子育てできる

環境や学校教育

木更津市民の人情や気質、

市民同士のふれあい

安心して暮らせる

防災・防犯体制

住宅や公園、商業施設などの

整った住環境

金鈴塚古墳、證誠寺などの

歴史・伝統・文化

赤い橋、江川海岸など

景観のよいところ

上総丘陵、盤津干潟などの

豊かな自然

知名度の高さ

木更津港まつり、こどもまつりなど

の地域のにぎわい

農水産物や地元の特産品

都心、東京湾岸の各都市に

アクセスしやすい交通利便性

（２）木更津市の愛着や誇りを感じるもの 

 

問２．あなたが持っている木更津市への愛着や誇りは何ですか。（当てはまるものすべてに✔） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木更津市の愛着や誇りを感じるものについては、「都心、東京湾岸の各都市にアクセスしやすい

交通利便性」が71.8％で最も高く、次いで「農産物や地元の特産品」（27.8％）、「木更津港まつ

り、こどもまつりなどの地域のにぎわい」（25.6％）、「知名度の高さ」（23.7％）、「上総丘陵、

盤津干潟などの豊かな自然」（21.5％）の順となっている。 

  

(n = 1,045) 
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71.8%

50.0%

65.1%

61.2%

70.4%

74.5%

76.8%

76.9%

71.3%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□各都市にアクセスしやすい

交通利便性

27.8%

25.0%

20.6%

25.6%

19.8%

27.4

%

29.4%

35.9%

30.0%

□農水産物や

地元の特産品

25.6%

66.7%

22.2%

30.6%

34.0%

26.1%

21.5%

22.2%

16.3%

□地域のにぎわい

23.7%

41.7%

15.9%

26.4%

24.7%

22.9%

22.6%

23.9%

23.8%

□知名度の高さ

21.5%

16.7%

11.1%

19.0%

16.7%

21.7%

18.1%

30.8%

25.0%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□豊かな自然

20.8%

41.7%

22.2%

28.9%

21.6%

25.5%

14.7%

17.1%

20.0%

□景観のよいところ

18.6%

25.0%

9.5%

10.7%

9.9%

20.4%

22.6%

24.8%

25.0%

□歴史・伝統・文化

15.7%

0.0%

6.3%

26.4%

16.7%

20.4%

13.0%

12.8%

15.0%

□整った住環境

12.1%

0.0%

11.1%

7.4%

4.3%

7.6%

14.7%

18.4%

18.8%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□防災・防犯体制

11.9%

8.3%

3.2%

9.9%

11.1%

13.4%

9.6%

16.2%

13.8%

□市民の人情や気質、

市民同士のふれあい

10.9%

8.3%

7.9%

13.2%

12.3%

8.3%

9.6%

12.8%

10.0%

□安心して子育てできる

環境や学校教育

9.5%

25.0%

3.2%

5.8%

7.4%

7.6%

4.0%

17.1%

17.5%

□福祉サービスや

医療体制

［年齢別］（上位12項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別でみると、「都心、東京湾岸の各都市にアクセスしやすい交通利便性」は70歳代が76.9％、

次いで60歳代が76.8％と高くなっている。「地域のにぎわい」は40歳代が34.0％と高くなっている。

「豊かな自然」は70歳代が30.8％、80歳代が25.0％と高くなっている。「景観のよいところ」は30

歳代が28.9％と高くなっている。「歴史・伝統・文化」は80歳代が25.0％、次いで70歳代が24.8％

と高くなっている。「整った住環境」は30歳代が26.4％と高くなっている。  
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71.8%

80.6%

76.4%

57.0%

39.2%

12.0%

全体 (1,045)

持っている (412)

少しは持っている (411)

どちらとも言えない (128)

あまり持っていない (51)

持っていない (25)

□各都市にアクセスしやすい

交通利便性

27.8%

34.5%

27.7%

17.2%

13.7%

4.0%

□農水産物や

地元の特産品

25.6%

36.9%

23.6%

10.2%

3.9%

0.0%

□地域のにぎわい

23.7%

31.8%

24.3%

7.8%

9.8%

4.0%

□知名度の高さ

21.5%

30.3%

20.2%

9.4%

3.9%

0.0%

全体 (1,045)

持っている (412)

少しは持っている (411)

どちらとも言えない (128)

あまり持っていない (51)

持っていない (25)

□豊かな自然

20.8%

26.9%

20.2%

11.7%

9.8%

0.0%

□景観のよいところ

18.6%

26.9%

14.8%

9.4%

9.8%

0.0%

□歴史・伝統・文化

15.7%

20.9%

15.3%

8.6%

3.9%

0.0%

□整った住環境

12.1%

17.5%

11.7%

2.3%

3.9%

0.0%

全体 (1,045)

持っている (412)

少しは持っている (411)

どちらとも言えない (128)

あまり持っていない (51)

持っていない (25)

□防災・防犯体制

11.9%

20.9%

8.5%

0.8%

0.0%

0.0%

□市民の人情や気質、

市民同士のふれあい

10.9%

17.0%

8.0%

4.7%

3.9%

4.0%

□安心して子育てできる

環境や学校教育

9.5%

15.5%

6.8%

3.1%

2.0%

0.0%

□福祉サービスや

医療体制

［木更津市への愛着や誇り別］（上位12項目） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木更津市への愛着や誇り（問１）別でみると、すべての項目で、木更津市への愛着や誇りを「持

っている」方の割合が最も高くなっている。 
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満足している 13.9

おおむね満足している

55.4

どちらとも

言えない

18.8

やや不満である 9.0

不満である 2.0 無回答 1.0

（３）住みごこち 

 

 問３．あなたにとって、現在の木更津市の住みごこちはいかがですか 

（✔は 1つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 木更津市の住みごこちについては、「満足している」が(13.9％)と「おおむね満足している」

（55.4％）を合わせた『満足している（計）』が 69.3％と高くなっている。「どちらとも言えない」は

18.8％で、「やや不満である」（9.0％）と「不満である」（2.0％）を合わせた『不満である（計）』は

11.0％となっている。 

 

 

 

  

(n = 1,045) 
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58.0

46.5

39.9

31.9

13.5

12.3

9.2

8.6

6.4

3.8

3.7

2.4

0.9

1.7

2.3

住み慣れていて愛着がある

気候、豊かな緑などの自然環境

日常生活（買い物、レジャーなど）が便利

交通の便

仕事、学校が近いこと

ご近所との人間関係・地域のコミュニティ

道路、上下水道など生活環境が整っている

医療、福祉の施設・体制が整っている

公園などの憩いの場所

子どもの教育環境

公民館、図書館などの社会教育・文化施設が充実している

防災・防犯体制

スポーツ・レクリエーション施設が充実している

その他

無回答

（４）住んでいて良いところ 

 

 問 4．あなたが木更津市に住んでいて、良いと思うことは何ですか。（✔は 3つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木更津市に住んでいて良いと思うことについては、「住み慣れていて愛着がある」が58.0％で最

も高く、次いで「気候、豊かな緑などの自然環境」（46.5％）、「日常生活（買い物、レジャーな

ど）が便利」（39.9％）、「交通の便」（31.9％）、「仕事、学校が近いこと」（13.5％）の順と

なっている。 

 

 

 

 

  

(n = 1,045) 



- 14 - 

32.1

26.9

21.3

19.7

19.5

16.8

14.3

13.7

8.5

7.8

8.2

3.3

8.3

7.2

交通の便

道路、上下水道などの生活環境

公民館、図書館などの社会教育・文化施設

医療、福祉の施設・体制

日常生活（買い物、レジャーなど）が不便なこと

公園などの憩いの場所

スポーツ・レクリエーション施設

防犯体制

防災体制

子どもの教育環境

ご近所との人間関係・地域のコミュニティ

自然環境

その他

無回答

 

（５）住んでいて良くないところ 

 

 問５.あなたが木更津市に住んでいて、良くないと思ったことは何ですか。 

   （✔は 3つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木更津市に住んでいて良くないと思うことについては、「交通の便」が32.1％で最も高く、次い

で「道路、上下水道などの生活環境」（26.9％）、「公民館、図書館などの社会教育・文化施設」

（21.3％）、「医療、福祉の施設、体制」（19.7％）、「日常生活（買い物、レジャーなど）が不

便なこと」（19.5％）の順となっている。 

  

(n = 1,045) 
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45.3

38.7

36.4

36.0

37.6

37.1

13.5

4.1

7.1

3.2

3.8

3.7

1.0

13.1

13.1

1.1

2.8

2.5

R3(1,045)

R2(1,083)

H30(944)

ずっと住み続けたい 当分は住んでいたい わからない

やがては転出したい 転出するつもり 無回答

ずっと住み

続けたい

45.3

当分は住んでいたい

36.0

わからない

13.5

やがては転出したい

3.2

転出するつもり 1.0 無回答 1.1

（６）定住意向 

 

問６．あなたは、これからも木更津市に住みたいと考えていますか。（✔は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住意向については、「ずっと住み続けたい」（45.3％）と「当分は住んでいたい」（36.0％）

を合わせた『定住意向（計）』が81.3％と高くなっている。「やがては転出したい」（3.2％）と「転

出するつもり」（1.0％）を合わせた『転出意向（計）』は4.2％となっている。 

 

［過去調査との比較］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※)「当分は住んでいたい」、「やがては転出したい」は過去調査（Ｒ２、Ｈ３０）ではそれぞれ「できれば住み

続けたい」、「できれば転出したい」としていた。 

過去調査との比較は、選択肢の一部が異なるため参考にとどまるが、「ずっと住み続けたい」は

前回調査（Ｒ２）から6.6ポイント増加している。 

  

(n = 1,045) 
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16.7%

19.0%

24.0%

40.7%

40.8%

49.7%

59.0%

66.3%

41.7%

41.3%

47.9%

41.4%

45.2%

31.6%

28.2%

20.0%

33.3%

30.2%

19.0%

13.6%

11.5%

13.6%

8.1%

10.0%

8.3%

4.8%

8.3%

2.5%

1.3%

3.4%

3.0%

0.0%

0.0%

4.8%

0.8%

1.2%

0.6%

0.6%

0.4%

1.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

0.6%

1.1%

1.3%

2.5%

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

【年齢別】

39.9%

37.3%

38.9%

10.0%

36.2%

42.9%

83.3%

42.6%

41.6%

44.4%

45.0%

40.4%

42.9%

0.0%

14.1%

16.8%

11.1%

35.0%

19.1%

7.1%

0.0%

1.0%

3.7%

0.0%

10.0%

4.3%

7.1%

0.0%

1.7%

0.6%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

木更津市内 (298)

近隣市 (161)

千葉市 (18)

県内他市町村 (20)

東京都 (47)

神奈川県 (14)

その他 (6)

【通勤・通学先別】

45.3%

45.4%

45.1%

その他 (0) 

10.0%

36.0%

39.1%

34.2%

10.0%

13.5%

12.2%

13.9%

70.0%

3.2%

2.0%

4.4%

0.0%

1.0%

0.7%

1.1%

10.0%

1.1%

0.7%

1.3%

0.0%

全体

男性 (458)

女性 (541)

回答しない (10)

【性別】

ずっと住み続けたい 当分は住んでいたい わからない やがては転出したい 転出するつもり 無回答

［性別、年齢別、通勤・通学先別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、『定住意向（計）』は男性（84.5％）が女性（79.3％）より5.2ポイント高くなっ

ている。 

年齢別でみると、『定住意向（計）』は70歳代が87.2％、80歳代が86.3％、50歳代が86.0％と高

くなっている。『転出意向（計）』は20歳代が9.6％、30歳代が9.1％と高くなっている。 

通勤・通学先別でみると、『定住意向（計）』は木更津市内（82.5％）が最も高く、次いで近隣

市（78.9％）、東京都(76.6％)の順に高くなっている。  

0.0% 
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47.8%

48.4%

42.9%

44.2%

52.0%

37.8%

46.9%

49.2%

40.0%

33.3%

42.1%

44.7%

34.5%

37.1%

36.0%

37.0%

28.0%

41.8%

38.1%

33.1%

33.3%

45.1%

42.1%

29.8%

13.3%

9.7%

17.1%

11.7%

14.0%

14.3%

9.7%

12.7%

20.0%

17.6%

15.8%

19.1%

1.8%

1.6%

2.9%

4.5%

2.0%

5.1%

2.7%

3.4%

0.0%

2.0%

0.0%

6.4%

0.9%

1.6%

1.1%

1.3%

2.0%

0.0%

0.9%

0.8%

0.0%

2.0%

0.0%

0.0%

1.8%

1.6%

0.0%

1.3%

2.0%

1.0%

1.8%

0.8%

6.7%

0.0%

0.0%

0.0%

木更津 1 (113)

木更津 2 (62)

木更津 3 (175)

清川 1 (154)

清川 2 (50)

波岡 1 (98)

波岡 2 (113)

岩根 (118)

鎌足 (15)

金田 (51)

中郷 (19)

富来田 (47)

【居住地区別】 ずっと住み続けたい 当分は住んでいたい わからない やがては転出したい 転出するつもり 無回答

28.3%

26.5%

20.5%

35.6%

29.3%

54.3%

43.3%

51.0%

47.4%

46.6%

51.2%

29.6%

18.3%

14.3%

23.1%

12.3%

17.1%

11.2%

5.0%

6.1%

6.4%

2.7%

2.4%

2.4%

5.0%

2.0%

1.3%

0.0%

0.0%

0.9%

0.0%

0.0%

1.3%

2.7%

0.0%

1.6%

３年未満 (60)

３～５年 (49)

６～１０年 (78)

１１～１５年 (73)

１６～２０年 (82)

2１年以上 (578)

【居住期間別】

35.9%

52.9%

41.8%

46.7%

50.0%

46.1%

29.5%

37.9%

37.0%

21.4%

14.8%

12.2%

14.0%

12.0%

28.6%

0.8%

3.1%

4.1%

3.3%

0.0%

1.6%

1.4%

0.8%

0.0%

0.0%

0.8%

1.0%

1.4%

1.1%

0.0%

単身 (128)

夫婦のみ (295)

２世代

（親と子） (486)

３世代

（親と子と孫） (92)

その他 (14)

【家族構成別】

［居住地区別、居住期間別、家族構成別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地区別でみると、大きな傾向の違いはみられない。 

居住期間別でみると、『定住意向（計）』は21年以上が83.9％、11～15年が82.2％と高くなって

いる。『転出意向（計）』は３年未満が10.0％、３～５年が8.1％と高くなっている。 

家族構成別でみると、『転出意向（計）』は２世代（親と子）が4.9％、次いで夫婦のみが4.5％

と高くなっている。  
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40.9

46.8

53.8

46.7

41.5

37.5

10.0

8.1

4.6

1.3

0.9

1.9

1.1

2.4

1.8

0.3

0.4

R3(1,045)

R2(1,083)

H30(944)

【過去調査との比較】 はじめて聞いた 聞いたことはあるが、よく分からない

理解している 理解し、自ら行動している

無回答 その他

はじめて聞いた

40.9

聞いたことは

あるが、よく

分からない

46.7

理解している

10.0

理解し、自ら行動している

1.3
無回答 1.1

３．木更津市の取り組みについて 

（１）「オーガニックなまちづくり」の認知度 

 問７．現在、木更津市は、「オーガニックなまちづくり」を推進しています。 

この取り組みについて、あなたはどのくらい知っていますか。（○は１つだけ） 

（オーガニックなまちづくりとは？） 

このまちに住む人が、それぞれの役割を果たしながら、 

互いに繋がり支え合って、人と自然が調和した持続可能なまち 

をつくろうとする取組のことです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「オーガニックなまちづくり」の認知度については、「理解し、自ら行動している」が1.3％、「理

解している」が10.0％となっている。「聞いたことはあるが、よく分からない」は46.7％で、「は

じめて聞いた」は40.9％となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

（※）「理解し、自ら行動している」は、平成30年調査では「理解し、共感している」としていた。 

前回調査(Ｒ２)との比較は、「聞いたことはあるが、よく分からない」が5.2ポイント、「理解し

ている」が1.9ポイント、「理解し、自ら行動している」が0.4ポイント増加している。また、「は

じめて聞いた」は5.9ポイント減少している。 

(n = 1,045) 
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55.0%

51.0%

48.7%

50.7%

36.6%

37.9%

38.3%

38.8%

39.7%

37.0%

51.2%

50.0%

6.7%

8.2%

11.5%

8.2%

9.8%

9.7%

0.0%

2.0%

0.0%

4.1%

1.2%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

1.6%

３年未満 (60)

３～５年 (49)

６～１０年 (78)

１１～１５年 (73)

１６～２０年 (82)

2１年以上 (578)

【居住期間別】

40.9%

25.0%

65.1%

48.8%

40.1%

47.1%

38.4%

31.2%

35.0%

46.7%

58.3%

27.0%

46.3%

43.8%

38.9%

49.7%

57.3%

52.5%

10.0%

16.7%

7.9%

5.0%

15.4%

10.2%

9.6%

9.0%

6.3%

1.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

3.8%

1.7%

0.9%

0.0%

1.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

1.7%

6.3%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

【年齢別】
はじめて聞いた 聞いたことはあるが、よく分からない 理解している 理解し、自ら行動している 無回答

［年齢別、居住期間別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別でみると、「はじめて聞いた」は20歳代が65.1％と高くなっている。「理解している」は40歳

代が15.4％となっている。 

居住期間別でみると、「はじめて聞いた」は３年未満が55.0％、３～５年が51.0％、11～15年が50.7％

と高くなっている。「理解している」は6～10年が11.5％となっている。 
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21.0

6.5

7.7

18.3

4.9

14.5

23.7

22.3

11.1

9.2

10.4

15.9

38.3

12.3

1.9

25.0

0.8

9.7

1.2

1 貧困

2 飢餓

3 保険

4 教育

5 ジェンダー

6 水・衛生

7 エネルギー

8 経済成長と雇用

9 インフラ・産業化・…

10 不平等

11 持続可能な都市

12 持続可能な…

13 気候変動

14 海洋資源

15 陸上資源

16 平和

17 実施手段

わからない

無回答

１ 貧困

２ 飢餓

３ 保険

４ 教育

５ ジェンダー

６ 水・衛生

７ エネルギー

８ 経済成長と雇用

９ インフラ・産業化・イノベーション

10 不平等

11 持続可能な都市

12 持続可能な生産と消費

13 気候変動

14 海洋資源

15 陸上資源

16 平和

17 実施手段

わからない

無回答

（２）「SDGｓ」の認知度 

 

問８.ＳＤＧｓの17の目標（テーマ）の中で、あなたが特に興味・関心のあるものはどれで

すか（✔は３つまで） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＳＤＧｓ」の認知度ついては、「13 気象変動」が 38.3％で最も高く、次いで「16 平和」が

（25.0％）、「７ エネルギー」が（23.7％）、「８ 経済成長と雇用」が（22.3％）、「１ 貧困」

（21.0％）の順となっている。 

  

 

 

 

 

  

(n = 1,045) 
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66.5

37.6

24.1

19.5

15.7

10.2

7.7

5.3

5.0

4.3

3.0

2.2

2.0

18.3

2.0

0.9

クレジットカード

交通系電子マネー

WAON

nanaco

PayPay

ｄ払い

au PAY

楽天ペイ

アクアコイン

iD

QUICPay

メルペイ

ＬＩＮＥ Pay

利用していない

その他

無回答

（３）キャッシュレス決済の普及度 

 

 問９.あなたが普段利用しているキャッシュレス決済はどれですか（当てはまるものすべてに✔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャッシュレス決済の普及度については、「クレジットカード」が 66.5％で最も高く、次いで「交通

系電子マネー」が（37.6％）、「WAON」が（24.1％）、「nanaco」が（19.5％）、「PayPay」（15.7％）の順

となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

  

(n = 1,045) 
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56.1

55.1

53.7

32.7

27.6

25.2

18.2

12.2

2.4

1.9

正確な情報が届くようにしてほしい

医療提供体制の構築・予防・健康づくりの推進

感染症対策、防災対策の充実

雇用維持や地域の躍動につながる産業・社会の活性化

電子申請など行政手続のデジタル化の推進

生活困窮者などへ向けた相談窓口の充実

ご近所や地域の支えあいの醸成

電子決済（キャッシュレス決済）の推進

その他

無回答

（４）新型コロナウイルス感染症の影響下において、今後市に期待する取組 

 

問10.新型コロナウイルス感染症の影響下で、変化、または新たに生まれた生活様式などが数多く

ありますが、あなたが今後の生活において木更津市に進めてほしい取組は何ですか（当ては

まるものすべてに✔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響下において、今後市に期待する取組については、「正確な情報

が届くようにしてほしい」が 56.1％で最も高く、次いで「医療提供体制の構築・予防・健康づく

りの推進」が（55.1％）、「感染症対策、防災対策の充実」が（53.7％）、「雇用維持や地域の躍動

につながる産業・社会の活性化」が(32.7％)の順となっている。 

  

 

 

 

  

(n = 1,045) 
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5.8

3.0

6.6

11.8

14.8

19.8

13.0

12.8

4.3

38.5

32.8

36.1

26.0

34.1

29.2

4.9

2.5

3.9

R3(1,045)

R2(1,083)

H30(944)

自分の興味のある分野でのボランティア活動など、

地域の垣根を越えて活動している

自治会や消防団など、地域内での市民活動に関

わっている

過去に参加していた

機会や時間がないので参加していないが、参加し

てみたいとは思う

興味がないので参加しておらず、これからも参加す

るつもりはない

無回答

自分の興味のある分野でのボランティア活動な

ど、地域の垣根を越えて活動している 5.8

自治会や消防団など、地域内で

の市民活動に関わっている 11.8

過去に参加していた 13.0

機会や時間がないので参加していない

が、参加してみたいとは思う 38.5

興味がないので参

加しておらず、これ

からも参加するつも

りはない 26.0

無回答 4.9

（５）市民活動の参加状況 

 

問11．現在、木更津市は、「市民活動（ボランティアやＮＰＯ活動など）」を推進しています。 

あなたの市民活動の参加状況にもっとも近いのはどれですか。（✔は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動の参加状況については、「自分の興味のある分野でのボランティア活動など、地域の垣

根を越えて活動している」（5.8％）と「自治会や消防団など、地域内での市民活動に関わってい

る」（11.8％）を合わせた『参加している（計）』が17.6％となっている。「過去に参加していた」

は13.0％、「機会や時間がないので参加していないが、参加してみたいとは思う」は38.5％で、「興

味がないので参加しておらず、これからも参加するつもりはない」は26.0％となっている。 

 

［過去調査との比較］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）「過去に参加していた」は、平成30年調査では「過去に参加していたが、これからは参加しないつもり」としていた。 

 

前回調査(Ｒ２)との比較は、「機会や時間がないので参加していないが、参加してみたいと思う」

が5.7ポイント増加している。 

(n = 1,045) 
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0.0%

1.6%

5.8%

4.3%

3.8%

5.1%

8.1%

8.8%

0.0%

3.2%

8.3%

14.8%

15.3%

16.9%

12.0%

2.5%

8.3%

4.8%

2.5%

9.3%

15.9%

16.4%

16.2%

23.8%

66.7%

41.3%

45.5%

44.4%

48.4%

41.8%

29.5%

16.3%

25.0%

47.6%

38.0%

27.8%

15.3%

15.8%

26.1%

26.3%

0.0%

1.6%

0.8%

0.0%

1.3%

4.0%

8.1%

22.5%

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

【年齢別】

5.8%

5.7%

5.5%

その他(0) 

0.0%

11.8%

12.0%

11.8%

10.0%

13.0%

16.8%

10.4%

0.0%

38.5%

37.6%

40.1%

50.0%

26.0%

25.1%

25.9%

40.0%

5.1%

3.1%

6.5%

0.0%

全体 (1,045)

男性 (458)

女性 (541)

回答しない (10)

【性別】
自分の興味のある分野でのボランティア活動など、地域の垣根を越えて活動している
自治会や消防団など、地域内での市民活動に関わっている
過去に参加していた
機会や時間がないので参加していないが、参加してみたいとは思う
興味がないので参加しておらず、これからも参加するつもりはない
無回答

［性別、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「過去に参加していた」は男性（16.8％）が女性(10.4％)より6.4ポイント高くな

っている。 

年齢別でみると、『参加している（計）』は60歳代が22.0％と高くなっている。「過去に参加し

ていた」は80歳代が23.8％、60歳代が16.4％、70歳代が16.2％、50歳代が15.9％と高くなっている。

「機会や時間がないので参加していないが、参加してみたいとは思う」は50歳代が48.4％、30歳代

が45.5％と高くなっている。「興味がないので参加しておらず、これからも参加するつもりはない」

は20歳代が47.6％、30歳代が38.0％と高くなっている。 

 

 

  

0.0% 
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5.8%

3.5%

3.2%

5.7%

5.8%

4.0%

3.1%

10.6%

6.8%

0.0%

3.9%

5.3%

4.3%

11.8%

12.4%

17.7%

8.6%

11.7%

12.0%

13.3%

15.0%

7.6%

6.7%

9.8%

26.3%

14.9%

13.0%

8.8%

14.5%

9.1%

11.7%

6.0%

10.2%

19.5%

20.3%

13.3%

15.7%

21.1%

12.8%

38.5%

40.7%

30.6%

40.0%

42.2%

48.0%

40.8%

33.6%

38.1%

53.3%

33.3%

31.6%

34.0%

26.0%

31.0%

29.0%

30.9%

24.7%

26.0%

27.6%

17.7%

23.7%

26.7%

29.4%

15.8%

23.4%

5.1%

3.5%

4.8%

5.7%

3.9%

4.0%

5.1%

4.4%

4.2%

0.0%
7.8%

0.0%
10.6%

全体

木更津 1 (113)

木更津 2 (62)

木更津 3 (175)

清川 1 (154)

清川 2 (50)

波岡 1 (98)

波岡 2 (113)

岩根 (118)

鎌足 (15)

金田 (51)

中郷 (19)

富来田 (47)

【居住地区別】

自分の興味のある分野でのボランティア活動など、地域の垣根を越えて活動している

自治会や消防団など、地域内での市民活動に関わっている

過去に参加していた

機会や時間がないので参加していないが、参加してみたいとは思う

興味がないので参加しておらず、これからも参加するつもりはない

無回答

6.7%

2.0%

1.3%

4.1%

9.8%

6.2%

0.0%

8.2%

12.8%

11.0%

9.8%

11.9%

1.7%

2.0%

6.4%

11.0%

13.4%

17.8%

60.0%

53.1%

51.3%

38.4%

40.2%

32.5%

31.7%

36.7%

25.6%

30.1%

26.8%

23.9%

0.0%

0.0%

2.6%

5.5%

1.2%

7.6%

３年未満 (60)

３～５年 (49)

６～１０年 (78)

１１～１５年 (73)

１６～２０年 (82)

2１年以上 (578)

【居住期間別】

3.9%

6.4%

5.3%

6.5%

7.1%

3.1%

13.6%

12.6%

15.2%

14.3%

14.1%

12.9%

12.6%

14.1%

21.4%

36.7%

32.9%

43.0%

37.0%

21.4%

35.2%

26.4%

24.1%

23.9%

28.6%

7.0%

7.8%

2.9%

3.3%

7.1%

単身 (128)

夫婦のみ (295)

２世代 (486)

３世代 (92)

その他 (14)

【家族構成別】

［居住地区別、居住期間別、家族構成別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地区別でみると、『参加している（計）』は波岡２地区が25.6％と高くなっている。「興味

がないので参加しておらず、これからも参加するつもりはない」は木更津１地区が31.0％、木更津

３地区が30.9％と高くなっている。 

居住期間別でみると、『参加している（計）』は16～20年が19.6％と高くなっている。「機会や

時間がないので参加していないが、参加してみたいとは思う」は３年未満が60.0％、３～５年が

53.1％と高くなっている。「興味がないので参加しておらず、これからも参加するつもりはない」

は３～５年が36.7％と高くなっている。 

家族構成別でみると、「機会や時間がないので参加していないが、参加してみたいとは思う」は

２世代が43.0％と高くなっている。 
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2.2

3.0

7.2

22.2

17.8

15.5

58.1

60.2

56.2

11.9

10.8

12.1

4.1

4.2

5.2

1.6

3.9

3.8

R3(320)

R2(332)

H30(290)

満足している

おおむね満足である

普通

やや不満である

不満である

無回答

満足している 2.2

おおむね満足

である 22.2

普通 58.1

やや不満

である

11.9

不満である 4.1
無回答 1.6

（６）市民活動に対する市の取り組みの満足度 

 

問11-1．問11で、「市民活動に参加している、過去に参加していた」を選んだ方に、お聞きしま

す。市民活動に対する市の取り組みに満足していますか。（✔は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動に対する市の取り組みの満足度については、「満足している」（2.2％）と「おおむね満

足である」（22.2％）を合わせた『満足（計）』が24.4％となっている。「普通」は58.1％で、「や

や不満である」（11.9％）と「不満である」（4.1％）を合わせた『不満（計）』は16.0％となって

いる。 

 

［過去調査との比較］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去調査と比較すると、大きな傾向の違いは見られない。 

 

  

(n = 1,045) 
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59.5

34.5

23.8

16.6

13.4

8.7

18.2

1.5

3.1

市民活動内容などの情報提供

市民活動に対する経済的な支援

交流機会の提供

市民活動の場の提供

行政ポイントの周知

表彰など、市民活動を奨励する取組

特にない

その他

無回答

（７）市民活動を広めるための市の取り組み 

 

 問12.市民活動を市民の皆さまに広めるため、今後どのような取組が必要だと思いますか。 

   （当てはまるものすべてに✔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動を広めるための市の取り組みについては、「市民活動内容などの情報提供」が59.5％で

最も高く、次いで「市民活動に対する経済的な支援」（34.5％）、「交流機会の提供」（23.8％）、

「市民活動の場の提供」（16.6％）の順となっている。 

 

  

(n = 1,045) 
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４．行政サービスに関する満足度、今後の優先度について 

（１）行政サービスに関する現在の満足度と今後の優先度 

 

問13．あなたは、木更津市の行政サービスに対して、どのくらい満足していますか。 

   また、今後どのくらい優先的に取り組んでほしいと思いますか。以下の１～48の 

   各項目について、「現在の満足度」と「今後の優先度」を選んでください。（✔は1つずつ） 

 

木更津市の行政サービス48項目に関する現在の満足度については、「５」と「４」を合わせた『高

い（計）』は「１ 保健の充実」が41.0％で最も高く、次いで「２ 医療の充実」（35.9％）、「37 

資源循環の推進」（30.7％）、「35 上水道の充実」（30.2％）、「７ 消防・救急救助体制の充実」

（28.5％）の順となっている。 

一方、「２」と「１」を合わせた『低い（計）』は「28 土地利用の適正化」が35.7％で最も高く、

次いで「31 住環境の整備」（30.9％）、「30 公園・緑地の充実」（29.4％）、「33 交通体系の充

実」（28.7％）、「９ 交通安全対策の充実」（27.4％）、の順となっている。 

 

 

木更津市の行政サービス48項目に関する今後の優先度については、「５」と「４」を合わせた『高

い（計）』は「２ 医療の充実」（79.9％）で最も高く、次いで、「６ 防災対策の推進」が75.1％、

「33交通体系の充実」（72.8％）、「９ 交通安全対策の充実」（71.4％）、「１ 保健の充実」（71.0％）

の順となっている。 

一方、「２」と「１」を合わせた『低い（計）』は「27 国際交流の推進」（14.2％）と「16市民

文化の充実」（12.5％）の２項目が１割台となっており、それ以外の46項目は１割未満となって

いる。 
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7.2

7.8

3.1

4.0

4.1

3.7

6.4

4.3

3.5

2.2

5.0

6.0

2.8

2.9

5.7

2.5

2.5

2.6

3.4

3.3

1.9

4.0

2.3

2.4

3.1

3.6

2.2

1.8

3.2

2.7

2.1

2.4

5.6

2.5

7.8

5.6

6.8

5.6

4.7

2.9

1.6

2.7

2.9

3.5

2.6

2.7

1.9

1.3

33.8

28.1

13.0

16.4

14.7

20.5

22.1

14.2

15.8

9.8

16.8

18.9

13.7

14.8

18.9

12.5

11.2

11.0

17.3

17.1

8.1

22.0

12.2

13.7

11.9

20.0

8.8

8.6

10.9

12.4

9.5

10.4

20.3

10.2

22.4

19.7

23.9

17.2

17.8

13.5

11.0

12.8

13.9

14.6

11.6

11.1

12.2

9.3

46.3

42.2

56.4

56.8

58.9

53.8

53.9

52.5

49.4

62.0

58.3

56.5

62.8

57.2

55.7

62.5

64.3

63.5

52.4

58.2

61.1

53.9

55.3

59.8

58.9

56.4

61.3

49.9

56.4

51.6

53.8

60.1

42.5

58.2

54.4

50.5

52.3

61.0

59.8

63.4

61.2

58.2

60.7

57.7

62.0

60.3

61.9

61.1

7.4

13.2

18.6

15.3

14.4

13.8

11.4

17.9

18.7

16.7

10.2

9.6

11.0

15.4

12.1

12.8

12.8

12.4

16.0

12.1

17.7

11.5

18.9

14.2

16.0

12.2

17.2

25.1

19.8

21.2

22.4

16.7

18.9

18.2

8.3

13.3

10.1

9.1

11.0

12.1

17.5

17.3

13.3

14.4

14.7

15.8

14.3

15.8

3.2

6.2

5.7

4.8

4.3

4.8

2.8

7.3

8.7

5.1

3.6

3.1

4.1

5.0

3.3

4.8

4.3

5.1

7.0

5.1

6.5

4.1

6.4

5.4

5.9

4.0

6.2

10.6

6.0

8.2

8.5

5.7

9.8

6.9

4.0

7.6

3.2

3.5

3.3

4.0

4.9

4.7

5.5

4.8

4.6

5.7

4.4

6.0

2.2

2.4

3.3

2.7

3.5

3.4

3.4

3.8

3.9

4.3

6.0

5.9

5.6

4.7

4.4

4.9

4.9

5.4

3.8

4.3

4.7

4.5

4.8

4.6

4.2

3.8

4.2

4.0

3.7

3.8

3.7

4.6

3.0

4.0

3.0

3.3

3.6

3.6

3.4

4.1

3.7

4.3

3.8

4.9

4.5

4.4

5.4

6.5

１ 保健の充実

２ 医療の充実

３ 地域福祉の推進

４ 高齢者支援の充実

５ 障がい者支援の充実

６ 防災対策の推進

７ 消防・救急救助体制の充実

８ 防犯体制の充実

９ 交通安全対策の充実

10 消費者支援の充実

11 子育て支援の充実

12 学校教育の充実

13 青少年の健全育成

14 社会教育の充実

15 スポーツ・レクリエーションの充実

16 市民文化の充実

17 人権擁護の推進

18 男女共同参画の推進

19 企業誘致の推進

20 農業の振興

21 林業の振興

22 水産業の振興

23 商工業の振興

24 勤労者支援の充実

25 観光の振興

26 広域交流の推進

27 国際交流の推進

28 土地利用の適正化

29 市街地整備の充実

30 公園・緑地の充実

31 住環境の整備

32 良好な景観形成の推進

33 交通体系の充実

34 港湾機能の充実

35 上水道の充実

36 下水道の整備

37 資源循環の推進

38 生活衛生の向上

39 自然環境の保護

40 環境の保全

41 市民参加の推進

42 魅力発信の強化

43 移住・定住の推進

44 オーガニックなまちづくりの推進

45 協働によるまちづくりの推進

46 質の高い行財政運営の推進

47 広域行政の推進

48 ＩＣＴ活用の推進

現在の満足度

(n = 1,045)

高い５ ４ ３ ２ 低い１ 無回答
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ ５ 

低い 高い 



- 30 - 

23.9

40.4

22.3

28.9

22.8

37.6

27.7

31.5

34.6

10.7

30.2

29.0

10.7

15.1

13.3

7.7

11.6

11.2

20.4

20.6

13.0

16.4

20.0

22.2

18.3

19.3

8.7

21.8

17.8

20.9

21.8

14.4

34.7

14.6

23.0

25.1

21.5

14.3

20.4

17.4

9.7

14.4

18.0

14.9

9.2

18.9

16.8

16.7

47.1

39.5

41.1

38.9

35.8

37.5

38.9

39.3

36.8

28.4

31.9

32.0

27.7

30.4

30.1

25.7

30.0

25.7

35.7

37.3

28.4

36.3

33.2

36.7

32.5

36.8

24.8

34.4

33.8

36.8

35.5

30.0

38.1

28.5

31.9

34.9

37.5

31.0

33.3

33.1

29.8

32.5

33.4

30.6

27.8

31.8

34.7

32.8

23.1

14.6

28.1

22.5

32.6

17.9

26.1

22.1

21.1

47.9

27.5

28.8

47.5

41.6

42.1

48.2

45.0

47.9

31.7

32.2

44.7

36.7

36.1

31.7

36.5

34.0

47.1

33.0

36.7

31.9

32.2

42.5

19.5

43.9

37.5

31.4

32.6

44.9

36.9

40.2

48.3

41.3

37.1

39.2

48.3

38.9

36.6

37.2

1.1

0.9

2.3

3.4

2.9

1.7

1.8

1.5

1.9

5.4

2.2

2.1

5.3

5.1

5.8

9.2

5.3

6.4

4.7

3.0

6.3

3.6

3.8

2.6

5.6

3.3

8.6

4.3

4.4

3.7

4.0

4.9

2.0

5.0

2.4

2.6

2.4

3.2

3.2

2.7

5.0

4.5

4.3

5.8

5.9

3.5

4.0

3.8

1.1

1.0

1.7

2.4

1.8

…

0.7

…

1.1

2.5

1.3

1.3

2.4

2.1

3.0

3.3

2.8

2.7

2.8

1.6

1.9

1.7

1.2

1.2

1.9

1.7

5.6

1.5

2.3

1.6

1.5

2.6

1.2

2.8

1.1

1.3

1.3

1.8

1.3

1.1

2.2

1.9

2.1

3.6

3.2

1.7

1.4

1.8

3.7

3.6

4.5

3.8

4.1

4.8

4.8

4.5

4.5

5.1

6.9

6.8

6.5

5.6

5.6

5.9

5.4

6.0

4.8

5.3

5.6

5.4

5.6

5.6

5.2

4.8

5.2

5.0

5.0

5.1

5.0

5.6

4.4

5.2

4.2

4.7

4.6

4.9

4.9

5.5

5.1

5.4

5.1

5.7

5.6

5.2

6.4

7.6

１ 保健の充実

２ 医療の充実

３ 地域福祉の推進

４ 高齢者支援の充実

５ 障がい者支援の充実

６ 防災対策の推進

７ 消防・救急救助体制の充実

８ 防犯体制の充実

９ 交通安全対策の充実

10 消費者支援の充実

11 子育て支援の充実

12 学校教育の充実

13 青少年の健全育成

14 社会教育の充実

15 スポーツ・レクリエーションの充実

16 市民文化の充実

17 人権擁護の推進

18 男女共同参画の推進

19 企業誘致の推進

20 農業の振興

21 林業の振興

22 水産業の振興

23 商工業の振興

24 勤労者支援の充実

25 観光の振興

26 広域交流の推進

27 国際交流の推進

28 土地利用の適正化

29 市街地整備の充実

30 公園・緑地の充実

31 住環境の整備

32 良好な景観形成の推進

33 交通体系の充実

34 港湾機能の充実

35 上水道の充実

36 下水道の整備

37 資源循環の推進

38 生活衛生の向上

39 自然環境の保護

40 環境の保全

41 市民参加の推進

42 魅力発信の強化

43 移住・定住の推進

44 オーガニックなまちづくりの推進

45 協働によるまちづくりの推進

46 質の高い行財政運営の推進

47 広域行政の推進

48 ＩＣＴ活用の推進

今後の優先度

（n = 1,045）
高い５ ４ ３ ２ 低い１ 無回答５ １

低い高い
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（２）現在の満足度と今後の優先度の加重平均による分析 

木更津市の行政サービス48項目に関する現在の満足度と今後の優先度について、28～30ページ

に示したように５段階の評価を得たが、その結果を相対的に比較しやすくするため、それぞれの

回答に得点としての重みを与え、その平均値を「加重平均値」として計算し、行政サービス間の

順位を明らかにした。以下に「加重平均値」の計算方法を示す。 

 

まず、それぞれの回答に以下のような得点を与えた。 

現在の満足度では 

「５」を＋２点、「４」を＋１点、「３」を０点、「２」を－１点、「１」を－２点  

今後の優先度では 

「５」を＋２点、「４」を＋１点、「３」を０点、「２」を－１点、「１」を－２点 

 
次に、以下の計算式により現在の満足度、今後の優先度の加重平均値を求めた。 

「５」の回答者数×２＋「４」の回答者数×１＋「３」の回答者数×０ 

＋「２」の回答者数×（－１）＋「１」の回答者数×（－２） 

ｎ－（無回答者数） 

 

「５」の回答者数×２＋「４」の回答者数×１＋「３」の回答者数×０ 

＋「２」の回答者数×（－１）＋「１」の回答者数×（－２） 

ｎ－（無回答者数） 

 

加重平均値は最大値が＋２、最小値が－２となり、＋２に近づくほど現在の満足度、今後の優

先度が高いことを示す。 

 

 

現在の満足度の加重平均値は、「１ 保健の充実」が0.352で最も高く、次いで「35 上水道の充

実」（0.224）、「37 資源循環の推進」（0.218）、「７ 消防・救急救助体制の充実」（0.186）、

「２ 医療の充実」（0.186）の順となっている。 

一方、「28 土地利用の適正化」が-0.355で最も低く、次いで「31 住環境の整備」（-0.267）、

「30 公園・緑地の充実」（-0.207）、「21 林業の振興」（-0.197）、「34 港湾機能の充実」（-

0.174）の順となっている。 

 

今後の優先度の加重平均値は、「２ 医療の充実」が1.219で最も高く、次いで「６ 防災対策の

推進」（1.156）、「33 交通体系の充実」（1.078）、「９ 交通安全対策の充実」（1.069）「８ 

防犯体制の充実」（1.033）の順となっている。 

一方、「27 国際交流の推進」が0.235で最も低く、次いで「16 市民文化の充実」（0.270）、

「45 協働によるまちづくりの推進」（0.360）、「18 男女共同参画の推進」（0.387）、「10 消

費者支援の充実」（0.416）の順となっている。  

現在の満足度加重平均値＝ 

今後の優先度加重平均値＝ 
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0.352

0.224

0.218

0.186

0.186

0.163

0.126

0.123

0.108

0.100

0.099

0.074

0.048

0.025

0.015

0.000

-0.001

-0.005

-0.009

-0.024

-0.048

-0.050

-0.051

-0.055

-0.060

-0.067

-0.068

-0.073

-0.075

-0.075

-0.089

-0.100

-0.103

-0.113

-0.113

-0.132

-0.135

-0.136

-0.137

-0.152

-0.157

-0.170

-0.172

-0.174

-0.197

-0.207

-0.267

-0.355

-0.4 -0.3 -0.2 -0.1 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4

１ 保健の充実

35 上水道の充実

37 資源循環の推進

７ 消防・救急救助体制の充実

２ 医療の充実

12 学校教育の充実

38 生活衛生の向上

15 スポーツ・レクリエーションの充実

22 水産業の振興

39 自然環境の保護

11 子育て支援の充実

26 広域交流の推進

６ 防災対策の推進

36 下水道の整備

20 農業の振興

13 青少年の健全育成

５ 障がい者支援の充実

４ 高齢者支援の充実

40 環境の保全

44 オーガニックなまちづくりの推進

43 移住・定住の推進

14 社会教育の充実

16 市民文化の充実

17 人権擁護の推進

19 企業誘致の推進

24 勤労者支援の充実

18 男女共同参画の推進

33 交通体系の充実

47 広域行政の推進

45 協働によるまちづくりの推進

42 魅力発信の強化

８ 防犯体制の充実

25 観光の振興

３ 地域福祉の推進

46 質の高い行財政運営の推進

10 消費者支援の充実

41 市民参加の推進

32 良好な景観形成の推進

９ 交通安全対策の充実

29 市街地整備の充実

23 商工業の振興

48 ＩＣＴ活用の推進

27 国際交流の推進

34 港湾機能の充実

21 林業の振興

30 公園・緑地の充実

31 住環境の整備

28 土地利用の適正化

現在の満足度

加重平均値
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1.219

1.156

1.078

1.069

1.033

0.957

0.952

0.939

0.920

0.914

0.837

0.837

0.805

0.791

0.780

0.765

0.763

0.758

0.754

0.743

0.722

0.717

0.709

0.695

0.666

0.659

0.657

0.654

0.641

0.637

0.635

0.629

0.559

0.554

0.545

0.518

0.503

0.498

0.477

0.470

0.448

0.418

0.418

0.416

0.387

0.360

0.270

0.235

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2

２ 医療の充実

６ 防災対策の推進

33 交通体系の充実

９ 交通安全対策の充実

８ 防犯体制の充実

７ 消防・救急救助体制の充実

１ 保健の充実

11 子育て支援の充実

４ 高齢者支援の充実

12 学校教育の充実

36 下水道の整備

３ 地域福祉の推進

24 勤労者支援の充実

37 資源循環の推進

５ 障がい者支援の充実

35 上水道の充実

20 農業の振興

31 住環境の整備

30 公園・緑地の充実

28 土地利用の適正化

26 広域交流の推進

39 自然環境の保護

23 商工業の振興

19 企業誘致の推進

40 環境の保全

46 質の高い行財政運営の推進

47 広域行政の推進

22 水産業の振興

43 移住・定住の推進

48 ＩＣＴ活用の推進

29 市街地整備の充実

25 観光の振興

42 魅力発信の強化

38 生活衛生の向上

14 社会教育の充実

32 良好な景観形成の推進

44 オーガニックなまちづくりの推進

34 港湾機能の充実

15 スポーツ・レクリエーションの充実

21 林業の振興

17 人権擁護の推進

41 市民参加の推進

13 青少年の健全育成

10 消費者支援の充実

18 男女共同参画の推進

45 協働によるまちづくりの推進

16 市民文化の充実

27 国際交流の推進

今後の優先度

加重平均値
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（３）現在の満足度と今後の優先度の相関 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）作図の便宜上、29～34ページに示した48項目の行政サービスの項目名を省略して示している。 

 

31～33ページで示した、木更津市の行政サービス48項目に関する現在の満足度と今後の優先度の

加重平均値を、現在の満足度を横方向・今後の優先度を縦方向にとって、相関関係を示した。 

現在の満足度の加重平均値48項目の平均（-0.032）より高い項目を「満足度が高い」、低い項目

を「満足度が低い」とした。また、今後の優先度の加重平均値48項目の平均（0.691）より高い項目

を「優先度が高い」、低い項目を「優先度が低い」とし、これらを組み合わせて、以下の①～④に

分類した。 

「①満足度・優先度ともに高い」行政サービスは14項目である。 

 「②満足度は高いが優先度は低い」行政サービスは６項目である。 

「③満足度・優先度ともに低い」行政サービスは18項目である。 

「④優先度は高いが満足度は低い」行政サービスは10項目あり、その中でも「交通体系の充実」、

「交通安全対策の充実」、「防犯体制の充実」の３項目は特に今後の優先度が高くなっていること

から、今後の重要施策になると考えられる。 
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69.5

49.7

31.9

19.0

18.7

10.3

7.9

5.8

3.0

1.7

1.4

1.2

2.9

2.9

66.2

52.7

36.0

10.6

16.7

14.3

6.9

3.1

1.0

2.7

6.2

4.2

広報きさらづ

回覧板

市公式ホームページ

市公式アプリ「らづナビ」

ポスターなどの掲示物

Ｊ：ＣＯＭ（ジェイコム）

自宅ポストや街なかで配布される情報誌

市公式Twitter

デジタルサイネージ（駅前などにある電子掲示板）

かずさエフエム

市公式YouTubeチャンネル「きさらづプロモチャンネル」

市公式Facebook

その他

無回答

令和３年

令和２年

 

５．木更津市の情報について 

（１）木更津市に関する情報の入手方法 

 

  問14.あなたは普段、木更津市に関する情報をどのような方法で得ていますか。 

（当てはまるものすべてに✔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

  

   

 

  

 

 

 

（※）「J:COM（ジェイコム）」、「かずさエフエム」の２つは、今回調査で追加した選択肢である。 

 

木更津市に関する情報の入手方法については、「広報きさらづ」が69.5％で最も高く、次いで「回

覧板」（49.7％）、「市公式ホームページ」（31.9％）、「市公式アプリ「らづナビ」」(19.0％)

「ポスターなどの掲示物」（18.7％）、「J:COM（ジェイコム）」（10.3％）、「自宅ポストや街な

かで配布される情報誌」（7.9％）の順となっている。 

令和２年調査との比較は、一部の選択肢が追加されているため参考にとどまるが、「市公式アプ

リ「らづナビ」」が8.4ポイント、「広報きさらづ」が3.3ポイント、「ポスターなどの掲示物」が

2.0ポイント、それぞれ増加している。 

 一方、「自宅ポストや街なかで配布される情報誌」が6.4ポイント、「市公式ホームページ」が4.1

ポイント、「回覧板」が3.0ポイント、それぞれ減少している。  

(n = 1,045) 

(n = 1,083) 
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69.5%

41.7%

23.8%

51.2%

53.7%

67.5%

81.4%

89.3%

85.0%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□広報きさらづ

19.0%

8.3%

17.5%

24.0%

23.5%

29.9%

18.1%

14.1%

5.0%

□市公式アプリ

「らづナビ」

5.8%

25.0%

19.0%

9.9%

9.3%

5.7%

2.8%

2.1%

0.0%

□市公式Twitter

18.7%

8.3%

20.6%

17.4%

14.2%

15.9%

19.2%

24.4%

17.5%

□ポスターなどの

掲示物

3.0%

8.3%

11.1%

0.8%

2.5%

2.5%

2.3%

3.4%

2.5%

□デジタルサイネージ

10.3%

8.3%

3.2%

7.4%

4.9%

14.0%

12.4%

14.1%

10.0%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□Ｊ：ＣＯＭ（ジェイコム）

31.9%

41.7%

36.5%

33.9%

39.5%

47.8%

32.2%

23.5%

6.3%

□市公式ホームページ

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

4.3%

1.9%

0.6%

0.4%

1.3%

□市公式Facebook

1.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.3%

2.8%

3.0%

1.3%

□市公式YouTube

チャンネル

49.7%

16.7%

27.0%

23.1%

35.8%

45.2%

57.6%

71.4%

67.5%

□回覧板

1.7%

8.3%

3.2%

0.8%

1.2%

1.9%

2.3%

0.9%

1.3%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□かずさエフエム

7.9%

16.7%

12.7%

10.7%

10.5%

7.6%

5.1%

6.4%

8.8%

□自宅ポストや街なか

で配布される情報誌

2.9%

16.7%

0.0%

5.8%

1.2%

3.2%

2.3%

1.7%

3.8%

□その他

［年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別でみると、「広報きさらづ」は70歳代が89.3％、80歳代が85.0％、60歳代が81.4％と高く

なっている。「回覧板」は70歳代が71.4％、80歳代が67.5％、60歳代が57.6％と高くなっている。

「市公式ホームページ」は50歳代が47.8％、40歳代が39.5％、20歳代が36.5％と高くなっている。

「市公式アプリ「らづナビ」」は50歳代が29.9％、30歳代が24.0％、40歳代が23.5％と高くなって

いる。 
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登録している

29.9

登録していない

68.4

無回答 1.7

（２）「きさらづ安心・安全メール」の登録状況 

 

問15.木更津市では、安心して安全に暮らせるまちづくりをめざして、「きさらづ安心・安全メー

ル」を配信していますが、あなたは「きさらづ安心・安全メール」を登録していますか。

（✔は1つだけ） 

（きさらづ安心・安全メールとは？） 

携帯電話、スマートフォン、パソコンで登録されたメールアドレスあてに、防災情報、火災情報、

不審者情報、防犯情報、生活安心情報など緊急性の高い情報を配信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「きさらづ安心・安全メール」の登録状況については、「登録している」が29.9％、「登録して

いない」は68.4％となっている。 

 前回の調査（Ｒ２）では「登録している」が30.1％、「登録していない」が67.2％であり、大

きな差異は見られない 

 

 

  

(n = 1,045) 
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29.9%

8.3%

15.9%

31.4%

43.2%

40.1%

29.9%

24.4%

16.3%

68.4%

91.7%

84.1%

67.8%

55.6%

59.9%

69.5%

72.2%

81.3%

1.7%

0.0%

0.0%

0.8%

1.2%

0.0%

0.6%

3.4%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

【年齢別】 登録している 登録していない 無回答

32.4%

20.2%

33.3%

11.8%

46.8%

23.7%

30.1%

30.0%

66.7%

77.4%

66.7%

88.2%

51.6%

74.2%

68.8%

70.0%

0.9%

2.4%

0.0%

0.0%

1.6%

2.1%

1.2%

0.0%

勤め人 (339)

自営業 (84)

農林水産業

従事者 (9)

学生 (17)

パート・

アルバイト (124)

無職 (236)

専業主婦・

主夫 (173)

その他 (20)

【職業別】

［年齢別、職業別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別でみると、「登録している」は40歳代が43.2％、50歳代が40.1％、30歳代が31.4％と高く

なっている。「登録していない」は20歳代が84.1％、80歳代が81.3％、70歳代が72.2％と高くなっ

ている。 

職業別でみると、「登録している」はパート・アルバイトが46.8％と高くなっている。「登録し

ていない」は自営業が77.4％と高くなっている。 
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1.8

3.8

8.1

0.5

2.7

1.9

8.8

5.5

9.2

10.9

19.5

27.2

0.6

3.2

11.5

0.7

2.1

2.4

7.1

10.8

11.5

11.2

16.5

27.3

未回答

その他

特にない

その他の情報が欲しい

以前登録していたが、メールの頻度が多い

以前登録していたが、「らづナビ」に登録したから

携帯電話などの通信機器を持っていない

登録が面倒だから

興味（関心）がない

家族・同居人が登録している

登録方法がわからない

安心・安全メールを知らなかった

令和３年

令和２年

（３）「きさらづ安心・安全メール」に登録していない理由 

 

問15-1．問15で、「登録していない」を選んだ方に、お聞きします。 

 登録していない理由にもっとも近いのはどれですか。（✔は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「きさらづ安心・安全メール」に登録していない理由については、「安心・安全メールを知らな

かった」が27.3％で最も高く、次いで「登録方法がわからない」（16.5％）、「興味（関心）がな

い」（11.5％）、「家族・同居人が登録している」（11.2％）、「登録が面倒だから」（10.8％）

の順となっている。 

  

(n = 715) 

(n = 728) 
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59.5

37.7

28.9

21.9

11.5

8.9

6.3

4.8

4.7

3.3

2.9

1.5

1.1

6.7

56.6

39.4

26.5

12.6

13.5

11.0

4.7

8.6

5.5

4.2

3.7

6.2

広報きさらづ

市公式ホームページ

回覧板

市公式アプリ「らづナビ」

ポスターなどの掲示物

市公式Twitter

Ｊ：ＣＯＭ（ジェイコム）

市公式YouTubeチャンネル「きさらづプロモチャンネル」

自宅ポストや街なかで配布される情報誌

市公式Facebook

デジタルサイネージ（駅前などにある電子掲示板）

かずさエフエム

その他

未回答

令和３年

令和２年

（４）木更津市に関する情報発信をより充実してほしい媒体 

 

 問16.木更津市に関する情報を発信する媒体について、次の中から情報をより充実してほしい 

  ものは何ですか（✔は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）「J:COM（ジェイコム）」、「かずさエフエム」の２つは、今回調査で追加した選択肢である。 

 

木更津市に関する情報発信をより充実してほしい媒体については、「広報きさらづ」が59.5％で

最も高く、次いで「市公式ホームページ」（37.7％）、「回覧板」（28.9％）、「市公式アプリ「ら

づナビ」」（21.9％）、「ポスターなどの掲示物」（11.5％）の順となっている。 

 

  

(n = 1,045) 

(n = 1,083) 
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59.5%

41.7%

20.6%

36.4%

43.2%

54.1%

75.7%

87.2%

82.5%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□広報きさらづ

21.9%

16.7%

28.6%

32.2%

24.7%

30.6%

21.5%

16.2%

6.3%

□市公式アプリ

「らづナビ」

8.9%

33.3%

39.7%

23.1%

9.9%

5.7%

4.0%

1.7%

0.0%

□市公式Twitter

11.5%

8.3%

17.5%

9.1%

12.3%

9.6%

9.0%

15.0%

13.8%

□ポスターなどの

掲示物

2.9%

0.0%

12.7%

4.1%

3.1%

2.5%

2.3%

1.3%

1.3%

□デジタルサイネージ

6.3%

25.0%

1.6%

1.7%

3.1%

8.9%

12.4%

6.0%

5.0%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□Ｊ：ＣＯＭ（ジェイコム）

37.7%

16.7%

41.3%

48.8%

51.2%

52.2%

39.0%

28.6%

6.3%

□市公式ホームページ

3.3%

0.0%

3.2%

6.6%

5.6%

3.2%

2.3%

2.6%

0.0%

□市公式

Facebook

4.8%

0.0%

7.9%

7.4%

3.7%

6.4%

6.2%

3.8%

0.0%

□市公式

YouTubeチャンネル

1.5%

8.3%

4.8%

0.0%

0.6%

1.9%

2.3%

1.7%

0.0%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□かずさエフエム

28.9%

16.7%

12.7%

9.1%

17.9%

18.5%

34.5%

48.7%

58.8%

□回覧板

4.7%

16.7%

6.3%

9.1%

5.6%

6.4%

1.7%

2.1%

6.3%

□自宅ポストや街なか

で配布される情報誌

1.1%

8.3%

0.0%

0.8%

2.5%

1.3%

0.6%

0.4%

1.3%

□その他

［年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別でみると、「広報きさらづ」は70歳代が87.2％、80歳代が82.5％、60歳代が75.7％と高く

なっている。「市公式ホームページ」は50歳代が52.2％、40歳代が51.2％、30歳代が48.8％と高く

なっている。「回覧板」は80歳代が58.8％、70歳代が48.7％と高くなっている。「市公式アプリ「ら

づナビ」」は30歳代が32.2％、50歳代が30.6％と高くなっている。「ポスターなどの掲示物」は20

歳代が17.5％、70歳代が15.0％と高くなっている。 
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51.7

24.3

24.1

18.4

18.0

16.0

14.8

14.2

13.3

13.1

13.0

12.8

9.8

6.9

5.9

5.8

4.3

0.8

4.4

健康・医療に関すること

福祉（給付、貸付、サービスなど）

防災、地域の気象に関すること

保険・年金に関すること

税金に関すること

都市計画やまちづくりに関すること

催し物やイベント情報

防犯に関すること

子育てに関すること

オススメスポット・グルメ

ゴミ・リサイクルに関すること

公共施設の利用案内

教育、文化に関すること

市民活動・ボランティアに関すること

市政の方針に関すること

予算・決算などの市の財政状況

特にない

その他

無回答

（５）木更津市に関する情報でより充実して欲しい内容 

 

問17.木更津市に関する情報で、より充実して発信してほしい情報は何ですか。（✔は3つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木更津市に関する情報で知りたいことについては、「健康・医療に関すること」が51.7％で最も

高く、次いで「福祉（給付、貸付、サービスなど）」（24.3％）、「防災、地域の気象に関するこ

と」（24.1％）、「保険・年金に関すること」（18.4％）、「税金に関すること」（18.0％）の順

となっている。 

  

(n = 1,045) 
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18.4%

8.3%

6.3%

10.7%

10.5%

23.6%

28.8%

21.4%

20.0%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□保険・年金に関すること

16.0%

16.7%

20.6%

14.9%

21.0%

15.3%

16.4%

15.8%

12.5%

□都市計画やまちづくり

に関すること

14.8%

33.3%

14.3%

24.8%

14.8%

17.2%

9.0%

15.0%

12.5%

□催し物やイベント情報

14.2%

8.3%

14.3%

12.4%

14.2%

15.9%

11.3%

17.1%

17.5%

□防犯に関すること

51.7%

33.3%

27.0%

45.5%

44.4%

54.1%

57.6%

63.7%

66.3%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□健康・医療に関すること

24.3%

33.3%

22.2%

19.0%

19.8%

31.2%

29.4%

24.8%

26.3%

□福祉（給付、貸付、

サービスなど）

24.1%

8.3%

19.0%

19.8%

21.0%

29.3%

24.3%

32.1%

21.3%

□防災、地域の気象

に関すること

18.0%

25.0%

28.6%

26.4%

23.5%

18.5%

19.2%

12.0%

6.3%

□税金に関すること

13.3%

8.3%

20.6%

49.6%

25.3%

7.6%

3.4%

1.7%

1.3%

全体 (1,045)

１０歳代 (12)

２０歳代 (63)

３０歳代 (121)

４０歳代 (162)

５０歳代 (157)

６０歳代 (177)

７０歳代 (234)

８０歳代 (80)

□子育てに関すること

13.1%

41.7%

19.0%

18.2%

17.9%

22.3%

9.0%

5.1%

7.5%

□オススメスポット・グルメ

13.0%

8.3%

12.7%

8.3%

13.0%

12.7%

16.4%

16.7%

10.0%

□ゴミ・リサイクルに

関すること

12.8%

16.7%

11.1%

18.2%

15.4%

8.9%

10.2%

12.0%

20.0%

□公共施設の

利用案内

［年齢別］（上位12項目） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別でみると、「健康・医療に関すること」は80歳代が66.3％、70歳代が63.7％、60歳代が57.6％

と高くなっている。「福祉（給付、貸付、サービスなど）」は50歳代が31.2％、60歳代が29.4％と

高くなっている。「防災、地域の気象に関すること」は70歳代が32.1％、50歳代が29.3％と高くな

っている。「保険・年金に関すること」は60歳代が28.8％、50歳代が23.6％と高くなっている。「子

育てに関すること」は30歳代が49.6％、40歳代が25.3％、20歳代が20.6％と高くなっている。 
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Ⅲ．調査結果の概要と考察 

１．木更津市へのイメージについて 

 木更津市に対する愛着や誇りについては、「持っている」または「少しは持っている」と答え

た方は78.7％で、「都心、東京湾岸の各都市にアクセスしやすい交通利便性」が71.8％、「農

産物や地元の特産品」が27.8％、「木更津港まつり、こどもまつりなどの地域のにぎわい」が

25.6％、「知名度の高さ」が23.7％と高くなっている。 

 木更津市の住みごこちについては、「満足している」または「おおむね満足している」と回答

した方は69.3％であった。一方で、「やや不満である」または「不満である」と回答した方は

11.0％であった。 

 住んでいて良いところについては、「住み慣れていて愛着がある」が58.0％、「気候、豊かな

緑などの自然環境」が46.5％、「日常生活（買い物、レジャーなど）が便利」が39.9％と高く

なっていた。一方で、住んでいて良くないところについては、「交通の便」が32.1％、「道路、

上下水道などの生活環境」が26.9％、「公民館、図書館などの社会教育・文化施設」が21.3％

と高くなっている。 

 定住意向については、「ずっと住み続けたい」または「当分は住んでいたい」と答えた方は81.3％

であった。一方、「やがては転出したい」または「転出するつもり」と答えた方は、居住期間

が３年未満の方が10.0％、居住期間が３～５年の方が8.1％と高くなっている。 

 

２．木更津市の取り組みについて 

（１）「オーガニックなまちづくり」について 

 「オーガニックなまちづくり」の認知度について、令和２年調査との比較では、「聞いたこと

はあるが、よく分からない」が5.2ポイント、「理解している」が1.9ポイント、「理解し、自

ら行動している」が0.4ポイント増加している一方、「はじめて聞いた」が5.9ポイント減少し

ており、施策認知度はやや向上している。 

 「はじめて聞いた」は20歳代が65.1％、居住期間が３年未満の方が55.0％、居住期間が３～５

年の方が51.0％と高くなっていることから、若年層や転入者に対する広報活動を積極的に推進

し、市民の施策認知度を高めていく必要があると考えられる。 

（２）市民活動について 

 市民活動の参加状況については、「機会や時間がないので参加していないが、参加してみたい

とは思う」が38.5％となっている。 

 市民活動に参加している方の割合としては、60歳代が22.0％と高くなっている。また「機会

や時間がないので参加していないが、参加してみたいとは思う」は50歳代が48.4％、30歳代

が45.5％と高くなっているため、市民活動に参加する機会を増やす取組や情報提供を積極的

に進める必要があると考えられる。 

（３）新型コロナウイルス感染症の影響下において、今後の市に期待される取組について 

 新型コロナウイルス感染症の影響下において、今後の市に期待される取組としては、「正確な情

報が届くようにしてほしい」が56.1％、「医療提供体制の構築・予防・健康づくりの推進」が

55.1％、「感染症対策、防災対策の充実」が53.7％などとなっている 
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３．行政サービスに関する満足度、今後の優先度について 

 木更津市の行政サービス48項目に関する現在の満足度の評価が最も高いのは「保健の充実」で、

次いで「上水道の充実」、「資源循環の推進」となっている。また、今後の優先度の評価が最

も高いのは「医療の充実」で、次いで「防災対策の推進」、「交通体系の充実」などとなって

いる。 

 木更津市の行政サービス48項目に関する現在の満足度と今後の優先度の相関関係をみると、

「優先度は高いが満足度は低い」に分類された行政サービスについて、今回と令和２年調査で

重複するものは「交通安全対策の充実」、「防犯体制の充実」、「土地利用の適正化」、「住

環境の整備」、「公園・緑地の整備」、「地域福祉の推進」、「勤労者支援の充実」、「企業

誘致の推進」の８項目であった。市民満足度の向上を図るためには、これらの施策の重点的な

取組が必要であると考えられる。 

 

４．木更津市の情報について 

 木更津市に関する情報の入手方法については、「広報きさらづ」が69.5％で最も高く、次いで

「回覧板」が49.7％、「市公式ホームページ」が31.9％などとなっている。令和２年調査と比

較すると、「市公式アプリ「らづナビ」」が8.4ポイント増加し、「自宅ポストや街なかで配布

される情報誌」が6.4ポイント減少している。 

 木更津市に関する情報発信をより充実してほしい媒体については、「広報きさらづ」が59.5％

で最も高く、次いで「市公式ホームページ」が37.7％、「回覧板」が28.9％などとなっている。

年齢別でみると、「広報きさらづ」は60歳代以上の年代で、「市公式ホームページ」は50歳代

以下の年代で割合が高くなっている。 

 木更津市に関する情報で、より充実してほしい情報については、「健康・医療に関すること」

が51.7％で最も高く、次いで「福祉（給付、貸付、サービスなど）」が24.3％、「防災、地域

の気象に関すること」が24.1％などとなっている。年代別で見ると、「健康・医療に関するこ

と」は30歳代以上の幅広い年代で、「子育てに関すること」は20歳代から40歳代の年代で、「保

険・年金に関すること」が50歳代以上の年代で割合が高くなっている。 

 「きさらづ安心・安全メール」について、登録している方は29.9％となっており、特に40歳代

が43.2％、50歳代が40.1％、30歳代が31.4％と高くなっている。また、登録していない理由に

ついては、「安心・安全メールを知らなかった」が27.3％、「登録方法がわからない」が16.5％

などとなっており、認知度を高める取組や、登録方法のサポート体制の充実が必要であると考

えられる。 
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